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教育課程改訂の状況

• 中央教育審議会

– 初等中等教育分科会

• 教育課程部会
– 家庭、技術・家庭、情報専門部会

• これまでに５回の専門部会が開催される

– 系統的な情報教育を議論することへの期待

– 寄り合い所帯であるため各教科の議論に終始

– 教育基本法改正作業により１年間開店休業状態

第1回　平成17年8月8日
第2回　平成17年8月17日
第3回　平成17年9月22日

第4回　平成18年7月20日

第5回　平成19年7月20日

開
店
休
業
状
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情報科における課題・・・

• 社会の情報化の進展に対応できる情報活用能力を確実に
身に付ける指導が一層重要である

• 生徒の能力、適性、興味・関心、進路希望等の多様化に対
応すべき

• 基本的な能力の育成が十分でない
– 情報をコミュニケーションなどに活用する能力

– 情報を主体的に選択、処理、発信する能力

– 問題の発見、解決に必要な創造的思考力、合理的判断力

• 情報社会に適応可能な基本的能力と態度の育成が必要
– 情報安全

– 情報モラル、マナー

– 知的財産の保護　等
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改善の方向性・・・

• 情報に関する科学的な見方・考え方の確実な定着

• 科目やその目標・内容の見直し
– 合理的判断力や創造的思考力の育成

– コミュニケーション能力や問題解決能力の育成

• 実践的な態度をはぐくむ指導の重視
– 情報の心への影響

– 情報セキュリティ、情報安全

– 情報モラル、マナー、知的財産の保護　等

• 多様性に対応するための応用・発展的な内容の重視
– 生徒の情報活用能力をより一層高める

– 進路希望等を実現させる

情報科の立ち位置は？

• 国の進める情報教育の推進（錦の御旗を掲げて？）
– 子どもの情報活用能力を育てる
– 教員のICT活用指導力を高める

• 他教科との連携（情報教育のオーガナイザ）
– 国語における表現の指導
– 社会における社会調査の指導
– 理科におけるデータ集約・分析の指導
– 英語におけるコミュニケーションの指導

• 保護者あるいは地域への情報発信
– Webページ

– 電子メール

情報の履修で生徒に期待されるもの

• ICTを“道具”として使う姿勢

– 機器操作が目的でなく機器利用が目的

• “探究型”実習による実践力

– オープンプロセスそしてオープンエンドな実習

• 情報に科学的アプローチができる能力

– “しくみ”を理解した上での情報活用

• 社会と情報のかかわりを探求する態度

– 社会基盤である情報システムの理解とその活用

情報科のミッションは・・・

• 基本的な情報活用能力の育成

– 中等教育最終ステージにおける総仕上げ

• 問題解決能力の育成

– 情報活用能力の実践活動としての問題解決

• 情報を科学的にアプローチする能力の育成
– 情報の“流れ” に注目して論理的に考える力

• 情報社会における規範意識の育成

– 社会システムを了解する力と正しい判断力

今後の課題

• 情報科教員の資質向上

– 本来の情報科を指導できる教員の確保

• 学習指導内容および評価の共有

– 指導内容と評価に普遍性が必要

• 教科横断的な情報教育の検討

– 国はすべての教科で情報教育の実施を求める

• 大学や社会の要請に応える教育
– 基本的スキルの育成とIT人材育成への対応
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ポイントになりそうなキーワード

• 問題解決能力

• 分析能力

• 表現力

• 評価とフィードバック

• コミュニケーション能力

• 情報セキュリティ

• ユビキタスネットワーク


